
浜松市美術館 2025.4 → 2026.3  展覧会スケジュール

1973 年に開館した町田市立博物館（現在、休館中。2029 年に（仮称）町田市立国際工芸美術館として開館予定）は、
国内最大級の東南アジア陶磁器と、優れた中国陶磁器コレクションを所蔵しています。この度は、その中
から東南アジア陶磁器を中心に選りすぐりの約 130 点をご紹介します。アジアでは多くの民族が盛衰を
繰り返し、多様な文化が形成されてきました。人々の生活に根差した工芸である陶磁器には、時代や地域
ごとの文化的要素が色濃く表れています。本展では、東南アジアの各地域で生みだされた作品とそれに
関連する中国の作品を、技法や色彩の観点から横断的に構成しています。これにより、新たな視点から躍動
するアジア陶磁器の世界をお楽しみいただけます。あわせて浜松市美術館所蔵の陶磁器もご紹介します。

【特別展】躍動するアジア陶磁―町田市立博物館所蔵の名品から―

4 月 12 日（土）～ 6 月 22 日（日）

2026 年 2 月 22 日（日）～ 3 月 4 日（水）

浜松市美術館は、初代館長・内田六郎(1892-1974)のガラス絵コレクションをもとに、1971 (昭和46)
年に静岡県内初の公立美術館として開館しました。ガラス絵はイタリアで誕生し、ドイツやフラ
ンスなどヨーロッパ諸国で花開き、中国を経由して日本に伝わりました。表から見える部分を最初に
彩色し、通常の絵画とは逆の順番で制作されています。本展では、内田コレクションとともにドイツの
バイエルン州アウクスブルク市アートコレクション＆美術館・博物館等の作品を合わせた約200点を
紹介し、ガラス絵の歴史と技術の変遷を辿りながらその芸術的魅力に迫ります。

【企画展】大ガラス絵展―波濤をこえ、ガラスにきらめくファンタジア―

7 月 19 日（土）～ 11 月3 日（月・祝）
1.

【公募展】 第 73 回市展 ※本年度のみ会場がクリエート浜松に変更となります。3.

2.

不思議な光沢と色感の世界
現代ガラス絵・小出楢重を中心に
4 月 12 日（土）～ 6 月 22 日（日）

新収蔵品日本洋画展
風景の旅
7 月 19 日（土）～ 10 月 5 日（日）

みほとけのキセキ番外編
普門寺の仏像
－重文降臨！－
10 月 7 日（火）
   ～ 11 月 3 日（月・祝）

※12 月～ 3 月の間は外壁改修工事のため休館となります（予定）。

左：《青花象形水注》 

　　ベトナム・黎朝

　　（15 ～ 16 世紀）　

右：《五彩雲龍文壺》

　　中国・明（嘉靖年間

　　1522 ～ 66 年）　

共に町田市立博物館蔵  

左：《扇を持つ女》

　　日本（19 世紀）、個人蔵

右：《April ４月の寓意》

　　ドイツ（18 世紀）、

　　アウクスブルク市アート

　　コレクション＆美術館・

　　博物館蔵

小出楢重《裸女》

1928 年

浜松市美術館蔵

原田京平《求麻川の秋》

1935 年

浜松市美術館蔵

《持国天立像》（重要文化財）

平安時代（12 世紀）

普門寺（愛知県豊橋市）蔵
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■展覧会観覧料で館蔵品展示もご覧いただけます（館蔵品展示のみのご観覧はできません）。　　■会場：浜松市美術館 1 F 小展示室
　　　　　

う  み



■ご利用案内
開館時間　 9:30 ～ 17:00（入館は 16:30まで）
休  館  日　月曜日（祝日の場合は翌火曜日）、年末年始（12/29～1/3）
　　　　　　※ただし展覧会により休館日が異なるためカレンダーをご覧ください。

観 覧  料　展覧会ごとに異なります（詳細は浜松市美術館ＨＰをご覧ください。）
　　　　　　  ※展覧会観覧料で館蔵品展示もご覧いただけます。　※館蔵品展示のみのご観覧はできません。
　　　　　
■アクセス
バ　　ス　 JR浜松駅北口 遠鉄バスターミナル 1 番乗り場、乗車約 8 分「美術館」停留所下車。
　  車  　  東名高速浜松 I.C、浜松西 I.Cから約30 分。三方原スマートＩ.Ｃから約15 分。
駐 車 場   浜松城公園駐車場（150分無料）

2026

2025

浜松市美術館
※12 月～ 3 月の間は外壁改修工事のため休館となります（予定）。

〒430-0947　静岡県浜松市中央区松城町 100 番地の1
TEL：053-454-6801
MAIL：art-muse@city.hamamatsu.shizuoka.jp

Hamamatsu Municipal Museum of Art
Ｘ Facebook instagram

令和７年度　浜松市美術館

アートをもっと楽しもう！美術館学芸員講座
学芸員がそれぞれの研究分野や担当した展覧会、館蔵品や地域ゆかりの芸術・文化等を主題に、その価値や魅力を
お話しします。開催中の展覧会と合わせてお楽しみください。

時　間　14 時～ 15 時 30 分　　　　　　定　員　各日50 名（定員に達し次第受付終了）
場　所　浜松市美術館・2 階講座室　　　料　金　要観覧料（講座日に開催中の展覧会観覧料）

お申込みはこちら（専用フォーム）→ → → → → → → → 
〇申込み終了は講座前日の 23 時 59 分です。
〇フォームに必要事項をご入力ください。（自動返信有）
浜松市美術館（053-454-6801）

《青服を着た中国婦人図》　18-19 世紀頃　浜松市美術館蔵

《藍地白花金龍文瓶》明時代（嘉靖年間 1522-1566）　浜松市美術館蔵

阿部展也《作品》1968 年　浜松市美術館蔵

《阿弥陀如来坐像》  平安時代（12 世紀）　応賀寺蔵

７月19日から11月3日まで、浜松市美術館で
大規模なガラス絵の展覧会を開催します。
ガラス絵は、板ガラスの見る側と反対の面に
絵を描くため、通常の絵画とは逆の順番で制
作します。本展覧会では、ヨーロッパ、中国、イン
ド、インドネシア、日本製の、世界のガラス絵が
登場します。どんなところが見どころなの？
ガラス絵展を100倍楽しむ見方をご紹介します。

浜松市美術館は阿部展也や清川泰次、
中村宏といった地域ゆかりの作家をはじ
め、野見山暁治、元永定正などの多彩な
現代美術作品を収蔵しています。本講座
では難解だと思われがちな現代美術の
楽しみ方を、当館のコレクションを例に
わかりやすくお話しします。現代美術
入門編講座です。

浜松市美術館が誇る東洋美術の一大コレ
クション「小杉惣市コレクション」の中から、
本講座では陶磁器に焦点を当ててご紹介し
ます。中国や朝鮮の歴史をたどりながら、
陶磁器の魅力を味わうための鑑賞ポイントを
お伝えします。東洋陶磁器の奥深い世界を
ご堪能ください。

遠州・東三河地域には、浜名湖を取り囲む
ように、平安・鎌倉時代に遡る仏像が点在
します。本講座では、阿弥陀如来や薬師
如来といった悟りを開いた「如来」、金剛
力士や四天王といった仏の世界を外敵から
守る「天」の作例に焦点をあて、その見方の
基礎・基本、歴史的・芸術的な価値を解説
します。

展覧会に合わせた講演会やギャラリートーク、ワークショップ、学校団体向け解説等も実施しております。詳細は当館ＨＰをご覧ください。
（学校団体向け解説についてはお電話でお問い合わせください）

1. 6 月8 日 (日）　「大ガラス絵展の見方」
講師：増井敦子　【申込 5/8 (木 )正午～】

2. 8 月17 日(日)　「浜松市美術館の現代美術コレクション」
講師：安岡真理　【申込 7/17(木 )正午～】

3. 9月7 日 (日 )　「小杉コレクションの陶磁器」
講師：内山智恵　【申込 8/7(木 )正午～】

4. 10 月11日(土）「遠州・東三河の仏像ー如来と天ー」
講師：島口直弥　【申込 9/11(木 )正午～】

ホームページ

月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日

月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日

月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日

月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日 月　火　水　木　金　土　日

　休館日 躍動するアジア陶磁 大ガラス絵展

講座 1 講座２ 講座３ 講座４

　　トークフリーデー…会話を楽しみながらご観覧いただけます（節度を持った声のボリュームでお願いいたします）

第 73 回市展


